
イトーヨーカドー内エスカレーターを利用できます。閉店時は正面の通路階段をご利用ください。

アクセス JR常磐線・JR乗り入れ地下鉄千代田線・新京成線
『松戸』駅下車東口徒歩5分

5階出口

上野
北千住→

★公共交通機関を
　ご利用いただき、
　お車でのご来校は
　ご遠慮ください

水戸
←柏

中央公園

松戸駅

2階
入口

イトーヨーカドー

東口

お問い合わせ

聖徳大学言語文化研究所（知財戦略課）
住所
電話
URL

：〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬550
：047-365-1111（大代表）
：http://www.seitoku.ac.jp/chizai/event/

聖徳大学_三校

日時

会場

定員

後援

平成３１年２月２日（土）
１３：００～１４：３０

２００名（事前申込不要）２００名（事前申込不要）

聖徳大学７号館１階７１０１教室
千葉県松戸市岩瀬５５０
ＪＲ常磐線・新京成線「松戸駅」下車、東口徒歩５分

松戸市教育委員会、市川市教育委員会、
柏市教育委員会、取手市教育委員会、
我孫子市教育委員会

松戸市教育委員会、市川市教育委員会、
柏市教育委員会、取手市教育委員会、
我孫子市教育委員会

参加費
無料

　
本
講
演
で
は
、徳
川
幕
府
に
仕
え
た
下
級
武
士
で
あ
る
伊
賀

者
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。伊
賀
者
と
は
現
代
で
い
う
忍
者
の

こ
と
で
す
。

　
徳
川
幕
府
の
伊
賀
者
は
、江
戸
城
の
門
や
江
戸
市
中
の
屋
敷

の
守
衛
を
す
る
、い
わ
ゆ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
警
備
員
で
し
た
。彼

ら
の
先
祖
は
徳
川
家
康
に
仕
え
た
忍
者
で
す
が
、徳
川
時
代
に

生
き
た
そ
の
子
孫
た
ち
は
、戦
場
働
き
を
す
る
こ
と
は
な
く
、情

報
収
集
や
守
衛
に
よ
っ
て
、細
々
と
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　
本
講
演
で
は
、拙
著『
忍
者
の
末
裔
―
江
戸
城
に
勤
め
た
伊
賀

者
た
ち
―
』（
角
川
書
店
、二
〇
一
七
年
）の
内
容
に
沿
っ
て
、新
発

見
史
料
の
徳
川
幕
府
伊
賀
者
松
下
家
文
書
に
よ
っ
て
わ
か
る
、

伊
賀
者
の
勤
務
や
生
活
の
様
子
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。松

下
家
文
書
の
記
録
の
中
で
、特
に
注
目
さ
れ
る
も
の
が
、同
家
５

代
目
の
松
下
菊
蔵
に
よ
る
系
譜・日
記
類
で
す
。勤
務
日
数
や
具

体
的
な
勤
務
の
内
容
、家
族
の
小
さ
な
事
件
ま
で
、事
細
か
に
記

録
し
て
い
ま
す
。お
そ
ら
く
、子
孫
の
た
め
に
家
の
歴
史
を
伝
え

よ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、現
代
の
研
究
者
に
と
っ

て
は
、そ
れ
ら
が
貴
重
な
下
級
武
士
、伊
賀
者
の
記
録
と
な
る
わ

け
で
す
。本
講
演
に
よ
っ
て
、徳
川
幕
府
が
、身
分
の
低
い
、薄
給

の
武
士
た
ち
に
よ
っ
て
下
支
え
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
実
感
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

聖
徳
大
学
言
語
文
化
研
究
所
主
催
講
演
会

徳
川
幕
府
の

伊
賀
者
に
つ
い
て

千葉県出身。専門は、江戸時代史。特に、村落社会史・江戸景観史・
博徒史・幕政史（伊賀者・囲碁史）・回顧録史料論。主な著書に『やさ
しい古文書の読み方』（日本実業出版社）・『驚きの江戸時代　目付
は直角に曲がった』（柏書房）・『歴史好きのための古文書入門』（柏
書房）・『忍者の末裔―江戸城に勤めた伊賀者たち―』（角川書店）。

高尾　善希
三重大学国際忍者研究センター
准教授、博士（文学）

たかお よしき

講師


